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巻頭言

会長　須藤正起

県視協会員の皆様こんにちは。初秋とはいえ、まだ暑い日が続いていますが、会員の皆さまは健やかにお過ごしでしょうか。現時点では、台風１５号が日本列島に近づいており、理事会が行われる週末に向けて、暴風雨が心配されています。無事に過ぎてくれればと思います。

さて、前号の発行より、主だった事業として指導者研修会、夏期研究集会を開催いたしました。指導者研修会へは、静岡県障害者差別解消条例について、県障害者政策課の課長にお越しいただき、あはき等法第１９条訴訟問題についての質疑応答には大胡田誠弁護士にご説明いただきました。夏期研究集会については、今回は東海ブロックの当番県という事で、事前準備等もありましたが、役員に協力いただき無事終える事ができました。内容につきましても、参加された方にとって充実した１日となりました。

７月から準備し、８月に入ってすぐに同行援護従業者養成研修事業の申込を開始し、一般の採用数30名、追加10名ところ一般課程１１１名、追加課程17名の申込みがあり、平成３０年４月からも同行援護を続けたい人にとって、駆け込み受講となりますが、今回、受講できなかった人は経過措置が切れ４月から、一時、従事できなくなります。追加課程については、代筆・代読の講義のみなので、県に掛け合い１７名全員の受講が可能になりましたが一般課程については、実技演習の講師人数等に決まりがあり残念です。会員の皆さんがいつもお願いしている方が４月からも頼めるといいのですが。

平成医療学園の訴訟についての署名活動にご協力いただいた方々には、大変お手数をお掛けしましたが、事務局にて取り纏めて日盲連へ提出いたしました。ご協力ありがとうございました。

今年度のあはき免許保有証の申請について、３名の申込がありました。静岡県の保有証申請率は他県と比べ良い方ですが、できるだけ多くの方に所持していただきたいと思います。今年度、手続きができなかった方は、また来年度の申請をお願い致します。

今後の事業として間じかなのは三療研修会ですが、無資格者対策に関する意見交換と昨年に続き白畠先生にお越しいただき、講義と実技指導をお願いする事になっております。実践的に役立つ指導という事もあり、多くの参加が予想されます。案内にも記しましたが、会場、資料等の準備の都合上、参加される方は必ず付き添いの有無を含め申込を行ってください。今年度のコミュニティは、各地域で行われます。西部では、西部支部連合会３０周年記念として、大勢の参加をお願いするとともに有意義なものになるよう期待いたします。

第７０回全国盲人福祉大会報告

前副会長　名倉秀幸

去る５月２６日から２８日にかけて、第７０回全国盲人福祉大会が、阿波踊や鳴門海峡の渦潮で有名な徳島で開催された。

私は今回で８回目の参加であった。２６日の道中ちょっとしたハプニングに巻き込まれた。それは、もう少しで岡山駅に着こうと言う時に、新幹線が２・３キロ手前で停止してしまったことである。先行していた新幹線の車中で、岡山駅に着いたときに７０代の男性が座席に火をつけたので自分の乗車していた電車がホームに入れず２０分ほど岡山駅手前で立ち往生となり、岡山から乗り換える「マリンライナー」に間に合わないのではないかとやきもきしたが、予定していた列車にぎりぎりながら間に合いほっと胸をなで下ろすことができた。昼食は車中で駅弁の「祭り寿司」を食べるのを楽しみにしていたのだが、高松で乗り換え時間が３０分ほどあったので、讃岐うどんを食べてしまったために「祭り寿司」はお預けとなってしまい残念な思いをした。それでも、次の「渦潮」に乗り換えて徳島に着くことが出来た。

そして、１日目と２日目の会場になっているJRホテルクレメント徳島で４時からのスポーツ協議会代表者会議に出席した。全国から３８名の出席があった。冒頭に昨年行われた全国障害者スポーツ大会グランドソフトボール競技で２連覇した広島県チームへ濱野スポーツ協議会会長から賞状が授与された。そして、代表者会議になり、平成２８年度事業と決算報告・並びに平成２９年度の事業計画と予算が審議されそれぞれ承認された。新しい取り組みとして電話会議を取り入れたことと、２０２０年の東京オリンピック・パラリンピックに向けて視覚障害者スポーツフェスティバル開催を目標にその準備をこれから進めて行きたいと説明があった。それは、パラリンピックの時に視覚障害者のスポーツであるフロアバレーボール・グランドソフトボール・サウンドテーブルテニス・ブラインドテニスの４競技を公開競技として行えるよう、各省庁にも働きかけて行くとのことである。

　第２部は研修会で、パラリンピックで金３個、銀１個、銅１個の輝かしい記録を持つ柔道選手のメダリスト藤本聡氏の講演となった。「逆境は最大のチャンス（マイナスからの再スタート）」と言うテーマで９０分間、自身のこれまでの生き様を話され、９６年のアトランタ大会から３大会に渡り金メダルを取ったが、手のけがにより北京大会から８年間の苦労や苦しい思いや心の葛藤があり、ロンドン大会に出場できずリハビリに時間を費やし、得意技である背負い投げが出来なかったが、その代りとなる寝技や投げ技を習得してリオ大会では銅メダルを取ることができ、再び挑戦することができ自分のやってきたことに間違いがなかったことと、大切なことは、あきらめない気持ちが大事だと熱く語っていたのが印象的であった。

２日目は、第５４回代表者会議と各分科会が行われ私は、生活分科会に出席した。座長に日盲連理事の辰巳さんと徳島の井貝さんが、助言者には日盲連の伊藤副会長と日盲連後藤常務理事と名古屋市の田中弁護士を迎え、提出議題は日常生活用具７題、歩行訓練４題、６５歳以上の介護保険問題４題、障害者総合支援法２題、同行援護８題、情報提供３題、代読・代筆２台、高齢者対策２題、災害２題、医療と福祉１題、その他４題の全部で４１題の議案が審議された。

　静岡県からは、地方自治体とケアマネージャーに対して６５歳以降も障害者総合支援法によるサービスが受けられることを正しく理解して、適正にサービスを運用することを国から働きかけるように要望した。この提出議題は和歌山県と神戸市からも要望されていた。助言者からは、６５歳になった時に自動的に介護保険に移行する問題で６５歳になったからと言って障害者でなくなるわけでなく、障害特性を考慮してもらえるような介護認定でないと要支援になってしまうのでこの辺りは日盲連を挙げて取り組んでいく必要がある。

障害福祉サービスと介護保険の併用で問題となるのは、メニューにないものは使えるが、使える条件を市町で別途設定している所もあるようだ。６５歳を迎えて生活水準が下がってしまうようではいけないので、この辺は細かな要望をまとめて出していくべきだと田中弁護士が話されていた。

そして、いつも出てくる同行援護での交通機関が発達していない地域でのガイドヘルパーの運転する車での移動について利用できるようにとの声もあったが、地域によっては、有償運送を行っている事業所もあるのでその所を確認するなりそのように地域で働きかけて行ったらとの意見も交わされた。後の議題はいつものようなものばかりであり、４１議案中４０議案が採択され名称変更については執行部で検討してもらうこととなった。２時間半と言う時間の中では、十分に審議がなされるようなものではなかった。今回に限らず、十分検討されたとは思えない議案に接すると、時間と経費を費やすことのむなしさを感じさせられる場面が多々あった。今回の決議が、来年度以降の議案作成に活かされることを期待したい。

　３日目の大会は、会場をアスティ徳島で１５００名の参加者の元行われた。来年は７０周年の記念大会でもあり東京で開催される。日盲連の名称変更がどのようになるのか楽しみである。

帰りの岡山駅の新幹線ホームの案内が黄色の点字ブロックと放送していたので、JR東海もなぜ統一できないのかとまた考えさせられた。

　　　　　　　　全国大会（徳島）に参加して

　　　　　　副会長　伊藤定善

第７０回全国盲人福祉大会は５月２６日（金）から２８日（日）までの三日間にわたり、阿波踊りの本場徳島市のＪＲホテルクレメント徳島並びにアスティとくしま（県立産業観光交流センター）で行われました。

私は全国大会に初めて参加させていただきました。望月副会長の事情もあって急遽行くことになり、戸惑いもありましたが、責任を果たさなければという気持ちで参加しました。

徳島市には１２時過ぎ到着しました。先ず私が出席した、あはき協議会の報告をします。

２６日１６時から行われ、冒頭、あはき協議会小川幹雄会長より挨拶がありました。

１．あはき１９条訴訟について、今後の裁判傍聴に加え、はがき陳情・
署名活動・募金への協力

２．無免許者との差別化対策として、免許保有証取得に加え、都道府
県への届け出済みの施術所証明書の提示、厚生労働省より各都道
府県に対し、広告に関する実態調査を行い、報告するよう通達が
流されたため、不適切な広告があった際の保健所への届出協力に
ついて追加説明されました。

　　役員改選も行われ、協議会副会長に須藤平八郎氏が就任、全国委
員、常任委員についても提案通り承認されました。

　　また、来年４月より行われる療養費の受領委任払いについて、視
覚障害当事者が取り扱う際に配慮すべき事項をまとめるため意見
を募集していることや、日盲連、日マ指師会、全鍼師会、日鍼師
会が作成した安心マークについての説明と連絡がありました。通
常の資料に加え、「平成２９年度あはき問題戦略会議報告書」も提
示されました。

次に２日目、午前の研修会、昼食の後、第５４回全国盲人代表者会議。冒頭、竹下会長から役員選任の結果として、会長に竹下義樹氏、副会長に伊藤和男氏、及川清隆氏、小川幹雄氏の３名が就任したと報告がありました。そして２９年度運動方針の説明がありました。

　午後のバリアフリー分科会では、駅の安全対策、交差点・信号、電車、道路、施設など、３６項目の提出議案について意見交換されました。駅の安全対策では、ホームドア、内方線、階段の段鼻などの設置基準について、駅利用人数だけではなく、障害者施設や学校があるところでは特に配慮が進むべきなどの意見がありました。交差点・信号については、歩車分離式信号やラウンドアバウト交差点に音響式信号を設置するなどの意見が出されました。

さらに、セルフレジについて、全ての視覚障害者が使えるようにとの意見もだされました。

静岡県が提出した議案は鉄道駅無人化実施に当たっては障害者が安全に利用できるように無人駅に対応した新たな安全基準を設けるよう要望する。

視覚障害者が鉄道駅を安心して利用できるよう障害当事者を講師とする職員研修の実施を義務化するよう要望する。

の２つです。

２つ目の議案について、「これは視覚障害者の就労の範囲を拡大するということも考えてのことか」という質問があり、いろいろな観点からのとらえ方があるものなのだと驚きました。

　助言者として大胡田弁護士は配慮の実行によって改善されたときは感謝を伝えようということを。及川氏は自助努力の必要性も訴えていました。

たくさんの提出議案を読んで、制度や状況を正確に熟知しての議案の提出でなければと感じました。
最終日の式典と議事には１５００名の参加が報告されました。

来年、第７１回の大会は東京で計画され、都盲協笹川会長より挨拶があり、台東区の東京文化会館を会場に開催することが報告されました。

日盲連のこの大会に二日遅れて、盲導犬の全国大会も同じ徳島市で開催されたようで、帰路に着こうとした２８日の徳島駅は、駅員総出の厳戒態勢ともいうべき状態、転落事故が多発してしまったので、これほどの対応なのかと、驚くほどでした。

大会を終えて、また６月の定時総会を終えて副会長という責任を担い、会員一人一人が日盲連・県視協をもっと身近に感じ、組織の１員である意義を感じていただけるよう努力しなくてはと思いました。

平成29年度第１回青年部社会生活訓練事業報告

浜松支部　五十嵐正吾

7月30日日曜日に浜松市富士マリーナでブラインドセーリング体験を行いました。参加者は付き添いを含め8人でした。参加者8人に対し日本視覚障害者ブラインドセーリング協会浜名湖支部の皆さま13人がサポートしてくださいました。中には全盲、弱視の型が数人いました。参加者8人を4グループに分けて乗船しました。4グループのうち２グループは午前セーリングの講義を1時間程度受け、残りの２グループがセーリング体験しました。私は午前セーリング体験をし、午後は講義を受けました。セーリング体験では初めエンジンで走っていたのですがしばらくしてから風邪で走りました。

時速はだいたい5・6ｋｍです。セーリングの大会では晴眼者２人、視覚障害者２人で行う用です。視覚障害者は主に大きい方の帆の操作や舵取りを行います。私は、舵取りを体験したのですがヨットが真直ぐ進むように調整するのが難しかったです。しかし風がありあまり暑くなくヨットの揺れや風邪を感じ良い気分でした。ヨットについてですが、長さが7ｍ、高さが10ｍ、重さが１．２トンです。船底にキールト言われる

重りがついているのですが、それだけで400ｋｇあるようです。

午後の講義ではヨットの模型を触らせていただきながら進む仕組みや構造など多くのことを教えて頂きました。最後には岸に上げられたヨットを触らせていただき大きさを実感することができました。参加者からは「気持ち良かった」、「舵取りが難しかった」など多くの感想が出ていました。

現在浜名湖支部では一緒にやってくれる方、体験してみたい方を募集しているそうなので興味がある方はぜひホームページを見たり連絡したりして見て下さい。日本視覚障害者セーリング協会で検索するとホームページが出て来ます。

初めての経験ばかりでとても充実した時間を過ごすことができました。

事務局からのお知らせ

1.賛助会員のご紹介

　９月１日現在で、賛助会員としてご協力をいただいている方々をご紹介いたします。（敬称省略）鈴木あさ子、須藤直美、多々良善哉、村松貴代子、木村正志、鈴木瑞穂、久松充子、前田万正、美濃孝輔、今村光宏　以上の１０名です。
2.寄付者のご紹介

９月１日現在で、ご寄付いただいている方をご紹介いたします。佐藤三四二様、株式会社エクシオテック様、鈴木瑞穂様　以上の３名です。

過分なるご寄付をいただきまして、誠に有難うございます。
3.ジパングの更新手続きについて

ジパングの更新手続きにかかる日数が変更になりました。今までは２～３週間でしたが、今後はお届けまでに約１ヶ月かかります。更新の際は、お早めにお手続きをお願い致します。尚、ご新規の場合も余裕をもってお申込ください。
4.組織強化にご協力を

年々、会員数が減少し、組織運営が厳しくなっております。是非、身近な方へ入会のお誘いをお願い致します。正会員、賛助会員を増やし、組織の強化が図れるよう、ご協力をお願い致します。

編集後記

県視協理事　市川健悟　

降るような虫の音で今朝も目覚めました。日中の猛暑の名残はまだ残っているものの、秋は確実にその加速度を増しているようです　。

２年間の空白をおいてまた通信の編集を仰せつかりました。皆様には、原稿の提供などお世話をおかけすることになりますがどうぞよろしくお願いいたします。

　さて、浜松市と言えば、楽器の街・音楽の街として知られていますが、この秋にもヤマハジャズウィークを始め全国からやってくるミュージシャンたちによって、中心街の小ホールや街角は浜松の秋を音の世界に塗りこめて行きます。

１７年の直木賞・本屋大賞のダブル受賞を果たした恩田陸の「蜜蜂と遠来」は、３年に１度開かれる「浜松国際ピアノコンクール」をテーマにここに出場する若者たちの群像を小説化したものです。
静岡での大道芸ワールドカップの人気には太刀打ちできませんが、浜松も音楽の街として世界から注目される存在の街になってきつつあると実感しています。

　いささか手前味噌の編集後記になりましたが、寒暖の差の激しい中体調にはくれぐれもご留意ください。　　

市川健悟　

住所　〒４３１－３１２１ 浜松市東区有玉北町１５３８
電話　０５３－４３４－４１４０
Eメールアドレス　oidashi@ka.tnc.ne.jp
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